
令和５年度 金谷小学校グランドデザイン 
 

学校教育目標『やさしい子 つよい子 かがやく子』 

 

 

 

 

 

 

めざす子供像（学校評価指標） 

 

 

 

 

重点目標  

｢感謝の思いをもち よく考え 行動しようとする子｣ 

～自分の良さに気づき、伸ばそうとする子を目指して～ 
めざす資質・能力（感謝・自己決定・自己有用感） 

 
め ざ す 具 体 的 な 子 供 像 

A評価目標値 

( )は AB合計 

担

当 

１ 問題を解決するための方法を知ることができる（前期）問題を解決するための方法を自分で選ぶことができる（後期） 30％（78％） 研

究

推

進

部 

２ 仲間と協力しながら、問題を解決しようとすることができる 30％（80％） 

３ 学習のふり返りで、大切だと思ったことや次にやってみたいことを書くことができる 30％（80％） 

４ 友達の話を分かろうとして、聞くことができる 35％（85％） 

５ タブレットを使い、自分の考えを表現することができる 50％（85％） ギ

ガ

推

進

部 

６ タブレットを使い、友達の考えを読んだり、友達への感謝を表したりすることができる 40％（85％） 

７ タブレットを使い、課題解決に必要な情報を集めることができる 50％（85％） 

８ ルールの大切さを考え、タブレットを使うことができる 30％（85％） 

９ 『勇気づけ』で友達や自分のよいところを見つけることができる 35％（87％） 絆

づ

く

り

部 

10 まわりの人のことを考え、助けたり励ましたりすることができる 35％（85％） 

11 『かなやっこ５つの力』の中で努力することを意識し、生活しようとすることができる 35％（80％） 

12 学級・学年・学校をよりよくしようと考え、活動することができる（行事、委員会、係活動、ペア活動などを通して） 30％（78％） 

教職員による児童一人一

人と全体の観察・理解 

（４月）  

教職員による学年会でのＡ

評価の児童を増やすための

創造的手だて作成（５月） 

教職員による学年会での全体と

個、両面からＡ評価を増やすため

の創造的手だての再検討（７月） 教職員による児童評価分析 

全体と個両面の児童像の成果と

課題の分析（７月） 

保護者、地域との連携・協働 

学校運営協議会を中心に、学校がめざす資質・能力を説明

する中で、重点目標やめざす子供像に向けた取組を評価して

いただきながらも、地域・保護者が主体になり、できること

を積極的に提案・実践してもらうことをお願いしていく。 

金谷小学校の全職員が大切にしたい姿勢 

（１）めざす子供像（学校評価指標）達成に向けた教育活動の最優先化 

（２）全ての教育活動を『はじめに子どもありき』の理念の周知 

職員がしてあげたい活動よりも子供の心に寄り添い、思いを汲み取りながら、その行動の理由を共感することを基本とする。 

（３）心理的な安全性の高い職場づくり 

職員一人一人が互いの良さを認めながら、自分にできる誰かのためになることを少しずつ積み重ねていく。また、お互いの環境に

配慮しながら温かな関わりを大切にしていく。  

（４）公私のバランスを意識した働き改革の推進 

仕事と自己研鑽・家庭での役割のバランスを意識し、めざす子供像達成に向けた活動に重点を置き、業務の軽重を自分自身で図る。 

 

子供たち自身が振り返り、

自分たちによる改善策の提

案・検討・実践（11月） 

子供たち自身が振り返り、

自分たちによる改善策の提

案・検討・実践（７月） 

教職員による児童評価分析 

願う児童像の成果と課題集約 

（12月） 


